
第二期まち・ひと・しごと創生総合戦略実績報告書(令和６年度)【概要】 資料１
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【基本目標１ まちの魅力を向上させ、新たなひとの流れをつくる】

１ 数値目標

指標 評価
R6

現況値

市外からの平日の滞在人口 ―

―

16,660人

市外からの休日の滞在人口 ―

―

16,951人
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【休日】

【指標の評価について】
◎：目標値達成（目標値以上）
○：現況値超目標値未満

△：現況値以下
―：数値が判明していない等

※ 現況値：平成 30年度

(人)
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２ 具体的施策（７施策 25事業）

施策

評価

重要業績指標

（ＫＰＩ）

主要要因（ＣＳＦ）

◎ ○ △ ― 計

戦略的な情報発信 ○ 1 2 1 0 4

創業を希望している市民への支援 ○ 0 0 2 0 2

産業の振興と雇用の促進 △ 3 0 2 0 5

時代のニーズに対応する農業の創造 ○ 0 2 2 0 4

個性豊かな観光施策の推進 △ 2 2 3 0 7

利便性の高い公共交通網の形成 〇 1 0 0 0 1

にぎわいと活力ある魅力的なみち・まちづくり ◎ 1 1 0 0 2

合 計 ― 8 7 10 0 25
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３ 総論

【総括】

○ 交流人口の増加の視点から施策を展開している。

○ 数値目標に掲げる「滞在人口」については、地域経済分析システム「RESAS」の改修により同様のデータが収集できなく

なったため、数値は「―」としている。

○ 現況値と比較すると、半数以上の事業が現況値を上回っている。

【施策別】

○ 「戦略的な情報発信」については、情報発信方法の工夫等により、現況値を上回った事業が多い。

○ 「創業を希望している市民への支援」については、イベント開催回数の減少等により、全ての事業で現況値を下回っ

た。

○ 「産業の振興と雇用の促進」については、半数以上の事業が目標値を達成している。

○ 「時代のニーズに対応する農業の創造」については、現況値を上回った事業は２事業となった。

○ 「個性豊かな観光施策の推進」については、かたくりの湯の一時閉館により、ＫＰＩの実績値が現況値を下回ってい

る。

○ 「利便性の高い公共交通網の形成」については、ＫＰＩの実績値が現況値を上回り、昨年度の実績値を上回った。

○ 「にぎわいと活力ある魅力的なみち・まちづくり」については、全ての事業で現況値を上回っている。
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４ 外部有識者（まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会）からの意見

推進委員会後、委員の意見を入力します。
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【基本目標２ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶える】

１ 数値目標

指標 評価
R6

現況値

合計特殊出生率 △
1.01（※）

1.55

「武蔵村山市は安心して子どもを産み育てるこ

とができるまちだと思う」人の割合
―

調査未実施

72.1%

※ 合計特殊出生率については、例年、冬頃、区市町村別の数値が公表される。

そのため、実績値は前年の数値である。
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【指標の評価について】
◎：目標値達成（目標値以上）
○：現況値超目標値未満

△：現況値以下
―：数値が判明していない等

※ 現況値：平成 30年度
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２ 具体的施策（４施策 20事業）

施策

評価

重要業績指標

（ＫＰＩ）

主要要因（ＣＳＦ）

◎ ○ △ ― 計

結婚・妊娠・出産・子育てへの支援 〇 5 1 2 0 8

子育てしやすいまちづくり ― 2 0 2 2 6

子どもの知力・体力の向上 ◎ 0 0 4 0 4

教育環境の整備 △ 0 0 2 0 2

合 計 ― 7 1 10 2 20

6



7

３ 総論

【総括】

○ 年少人口及び将来的な生産年齢人口の増加を図る視点から施策を展開している。

○ 数値目標に掲げる「合計特殊出生率」については、現況値と比較すると減少しており、49区市で 30番目の数値である。

（令和５年度実績）

○ 数値目標に掲げる「武蔵村山市は安心して子どもを産み育てることができるまちだと思う」については、ＫＰＩが計画

策定時のアンケート調査項目であり、令和６年度はアンケート調査を実施していないため、数値が不明である。

○ 現況値と比較すると、半数の事業が現況値を下回っている。

【施策別】

○ 「結婚・妊娠・出産・子育てへの支援」については、多様な保育サービスを継続し、半数以上の事業が目標値を達成し

ている。

○ 「子育てしやすいまちづくり」については、地域住民等の協力を得て、２事業が目標値を達成した。一方で、現況値を

下回った事業が２事業であった。

○ 「子どもの知力・体力の向上」については、ＫＰＩが目標値を達成した。

ただし、その他事業については、全ての事業において現況値を下回った。

○ 「教育環境の整備」については、全ての事業において現況値を下回った。
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４ 外部有識者（まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会）からの意見

推進委員会後、委員の意見を入力します。
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【基本目標３ 誰もが安心して暮らし続けられる地域をつくる】

１ 数値目標

指標 評価
R6

現況値

これからも本市に住み続けたいと思う人の割合 〇
34.1%

31.1%

20歳代の転出者割合 △
12.9%

12.6%
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【指標の評価について】
◎：目標値達成（目標値以上）
○：現況値超目標値未満

△：現況値以下
―：数値が判明していない等

※ 現況値：平成 30年度
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２ 具体的施策（３施策 14事業）

施策

評価

重要業績指標

（ＫＰＩ）

主要要因（ＣＳＦ）

◎ ○ △ ― 計

交通利便性や買い物環境の向上に向けたまちづくり △ 1 0 1 0 2

安心して暮らせるまちづくり ◎ 1 1 0 0 2

健康でいきいきと暮らせるまちづくり ― 5 2 3 0 10

合 計 ― 7 3 4 0 14
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３ 総論

【総括】

○ 「住み続けたい」と思うまちづくりを進める視点から施策を展開している。

○ 数値目標に掲げる「これからも本市に住み続けたいと思う人の割合」については、現況値を上回った。

○ 数値目標に掲げる「20歳代の転出者割合」については、過去５年間で最も低く抑えられたが、依然として転出超過の状

態が続いている。

○ 半数の事業が目標値を達成している。また、現況値と比較すると、半数以上の事業が現況値を上回っている。

【施策別】

○ 「交通利便性や買い物環境の向上に向けたまちづくり」については、ＫＰＩが現況値を下回った。

○ 「安心して暮らせるまちづくり」については、防災対策を計画的に行ったため、ＫＰＩの目標値を達成するとともに、全

ての事業で現況値を上回った。

○ 「健康でいきいきと暮らせるまちづくり」については、ＫＰＩが計画策定時のアンケート調査項目であり、令和６年度

はアンケート調査を実施していないため、数値が不明である。

なお、半数以上の事業において、現況値を上回っている。
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４ 外部有識者（まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会）からの意見

推進委員会後、委員の意見を入力します。
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【留意事項】

＜指標について＞

ＫＰＩ：Key Performance Indicator の略称。客観的な重要業績評価指標のことです。

ＣＳＦ：Critical Success Factor の略称。主要要因と訳され、目標達成に大きく影響す

る事業のことです。

＜指標の評価について＞

○ 現況値（平成 30 年度実績）と当該年度の実績を比較しています。

○ 評価については、以下の４段階で実施しています。

① ◎：目標値達成

② ○：現況値超目標値未満

③ △：現況値以下

④ ー：数値が判明していない

＜再掲事業について＞

○ 総合戦略内で【再掲】と記載されている事業については、省略しています。



 

 

指標 H30(現況値) R６ R7(目標値) 評価 

市外からの平日の滞在人口 16,660人 ― 17,493人 △ 

市外からの休日の滞在人口 16,951人 ― 17,799人 △ 

※ 14時時点の平均値 

目標達成への課題 

（目標を達成している場合は、次のステップへの取組や課題など）  

昨年度までデータを収集していた地域経済分析シス

テム「RESAS」が、令和７年３月に大幅に改修され、同

様のデータが収集できなくなったため、数値は「－」と

している。低迷していた市外からの滞在人口は緩やかに

持ち直していくことが見込まれるものの、滞在人口増加

のためには、市の魅力の発信等、市外に対し市を PR す

る施策が必要である。 

課題を踏まえた令和７年度以降の主な取組等 

ＳＮＳを活用した積極的な市の魅力の発信、デジタル

を活用した地域活性化等の実施に努める。 

 

※ 2023年の数値は１月から６月までの平均値   
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基本目標１ まちの魅力を向上させ、新たなひとの流れをつくる 

 
 数値目標 

(人)  

 

（１） 戦略的な情報発信  

＜重要業績評価指標（ＫＰＩ）＞ 

ＫＰＩ・ＣＳＦ 指標 H30(現況値) R６ R7(目標値) 評価 

ＫＰＩ 市ホームページアクセス数（トップページ） 276,230件/年 286,408件/年 500,000件/年 ○ 

 

施策の概要 

「担当課だけでなく全庁で取り組む広報」、「情報を分かりやすく発信する広報」、「必要とする人が見つけやすい広

報」という広報戦略の３つの柱に基づき、市の魅力を効果的に周知する。 

令和６年度の 

主な取組内容・実績 

 市からの情報発信を迅速に行うため、各関係部署と連携した情報発信の実施 

 市報作成に当たり、多くの市民の目に留まるよう、企画記事等を作成 

 職員向け広報研修の実施 

目標達成への課題 

（目標を達成している場合は、 

次のステップへの取組や課題など） 

ＳＮＳやＱＲコード等の活用により、トップページを経由せずに該当のページへアクセスすることが容易となっ

た。それに伴い、トップページへのアクセス数は減少傾向にあるが、市ホームページへの総アクセス数はそこまでの

減少が見られない。 

課題を踏まえた 

令和７年度以降の 

主な取組等 

利用者にとって使いやすいホームページを作成するため、検索機能の強化やサイト階層の整理を行う。 

また、引き続き市報・ＳＮＳを通じてホームページへのアクセスを促す。 

  

具体的施策 
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施策の概要

高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細かな支援を実施するため、後期高齢者の保健事業につい

て、介護保険の地域支援事業や国民健康保険の保健事業と一体的に実施する。

令和６年度の

主な取組内容・実績

 糖尿病性腎症等重症化予防事業を実施

 糖尿病性腎症等の高齢者に対する保健指導：保健指導参加者 16名

 健診結果に異常があるが、医療機関未受診の高齢者に対する受診勧奨：医療機関受診勧奨完了者

1名

 糖尿病性腎症等治療中断者に対する受診勧奨通知：医療機関受診勧奨完了者２名

 令和５年度に保健指導を実施した者に対する継続支援：保健指導参加者７名

 口腔機能向上・低栄養防止事業を実施

 「歯つらつ教室」を 12か所の通いの場で実施：参加者延べ 434人

 利用者への口腔機能の自己評価表にて、「オーラルフレイルの危険性が高い」と判定された者の

割合が、事前評価時の 54.3％から事後評価時の 48.3％へと改善

 利用者への事業終了後のアンケートにて、利用者の 67.6％が事業終了後に口腔ケアに関するこ

とを自宅で行っており、利用者の 82.1％が今後も通いの場において口腔ケアに関することを行

いたいと回答

目標達成への課題

（目標を達成している場合は、

次のステップへの取組や課題など）

本市の日常生活圏域全４圏域から参加者を募り、圏域・年齢・性別等偏ることなく参加者を確保する

ことができたが、参加率が令和５年度と比較して低かったため、今後、参加者を確保する工夫を実施し

ていきたい。

また、今後も後期高齢者の対象者が参加しやすいよう、分かりやすい通知や安心して参加できる勧奨

方法を検討していく。

通いの場の本来の活動がある中で、１つの通いの場での教室の実施回数及び実施時間が懸念となって

いること、また、事業開始から３年目を迎え、既に実施済みの通いの場が増えてきていることから、事

業を実施する通いの場の確保が課題となっている。

課題を踏まえた

令和７年度以降の

主な取組等

参加者を確保するため、参加勧奨架電時のトークスクリプトや案内のチラシを参加したくなるような

内容となるよう検討していく。

また、委託業者と連携を図り、一人一人に寄り添ったきめ細かな保健指導を実施し、高齢者の健康寿

命の延伸を図る。

教室の実施回数及び手順の見直しを図り、また、対象とする通いの場の基準を広く捉え、多様な通い

の場で実施できるように改善する。

ＫＰＩ・ＣＳＦ 指標 H30(現況値) R6 R7(目標値) 評価

ＣＳＦ 事業の実施 未実施 実施 実施 ◎

⑧ 事業名：高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的な実施 事業課：保険年金課、高齢福祉課、健康推進課 
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